
星槎学園高等部で自衛隊を紹介

世界最大級の木造艦、掃海艦「はちじょう」が横浜で一般公開

一日艦長任命式

潜水艦をバックに記念撮影

東海大学経済学部ゼミ学生潜水艦研修

説明風景

はちじょう乗員と記念撮影をするはまにゃん

任
務
を
持
つ
、
自
衛
隊
の
職
業
を
生
徒
に
知
っ
て

種
や
、
活
動
状
況
な
ど
の
説
明
と
質
疑
応
答
を
行

と
題
し
た
講
話
を
行
っ
た
。
講
話
で
は
、
メ
デ
ィ

説
明
で
は
、
任
務
編
成
は
も
と
よ
り
、
東
日
本

状
況
な
ど
多
く
の
写
真
を
使
い
、
学
生
に
も
理
解

多
様
な
任
務
・
職
種
が
あ
り
、
一
人
の
適
性
に
あ

い
て
い
た
。
終
了
後
、
生
徒
か
ら
「
自
衛
隊
に
興

正
し
く
理
解
し
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

県
大
磯
町
に
あ
る
星
槎
学
園
高
等
部
湘
南
校
の
生

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
自
衛
隊
側
の
所
要
と
、
同

の
組
織
は
、
大
災
害
や
有
事
の
際
、
あ
ら
ゆ
る
活

あ
る
説
明
会
と
な
っ
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所

校
か
ら
職
業
紹
介
と
し
て
「
国
防
と
い
う
重
要
な

ア
か
ら
の
情
報
で
は
得
ら
れ
な
い
多
種
多
様
な
職

徒
６
０
名
に
対
し
、「
自
衛
隊
の
任
務
と
活
動
」

ほ
し
い
」
と
の
要
望
か
ら
実
現
し
た
。

大
震
災
時
の
活
動
状
況
や
入
隊
し
て
か
ら
の
生
活

動
に
対
応
で
き
る
能
力
を
保
持
す
る
た
め
の
多
種

っ
た
職
種
が
多
く
あ
る
こ
と
に
多
く
の
生
徒
が
驚

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
を

長　

平
１
陸
尉
）
は
、
６
月
１
日
（
水
）
神
奈
川

っ
た
。
こ
の
講
話
は
「
自
衛
隊
を
も
っ
と
知
っ
て

容
易
な
よ
う
に
説
明
を
行
っ
た
。
特
に
、
自
衛
隊

味
が
わ
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
成
果
の

自
衛
隊
の
活
動
等
を
多
く
紹
介
で
き
る
場
を
設
け

た
い
」
と
し
て
い
る
。

大
人
か
ら
子
供
ま
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
特
に
神
奈
川
地
方

日
間
で
延
べ
４,

６
１
８
人
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。
乗
艦
し
た
来
場
者
か
ら
は
、

１
日
（
水
）
の
午
前
中
は
、
入
港
歓
迎
式
を
は
じ
め
、
一
日
艦
長
任
命
式
や
特

に
「
は
ち
じ
ょ
う
」
と
「
は
ま
に
ゃ
ん
」
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
影
し
よ
う
と

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
、
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
、

港
埠
頭
に
停
泊
し
て
行
わ
れ
た
掃
海
艦
「
は
ち
じ
ょ
う
」
の
一
般
公
開
を
支
援
し

た
」「
隊
員
さ
ん
が
親
切
で
か
っ
こ
い
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松
田
辰
雄　

１
等
海
佐
）
は
、
６

ま
た
、
岸
壁
に
開
設
し
た
募
集
広
報
ブ
ー
ス
や
装
備
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

別
公
開
な
ど
の
歓
迎
行
事
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
一
般
公
開
で
は
、
２

た
。

協
力
本
部
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ま
に
ゃ
ん
」
が
登
場
す
る
と
、
青
空
を
バ
ッ
ク

多
く
の
方
が
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
。

月
１
日
（
水
）
及
び
２
日
（
木
）、
第
３
５
回
横
浜
開
港
祭
に
お
い
て
、
横
浜
新

「
木
造
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
迫
力
が
あ
る
」「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ

自
衛
隊
の
真
摯
な
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

け
た
後
、
基
地
内
を
見
学
し
フ
ー
ド
コ

着
し
た
学
生
達
は
、
初
め
て
見
る
護
衛

第
２
潜
水
隊
群
」
の
研
修
を
支
援
し
た
。

者
で
混
み
合
う
中
、
ド
ル
で
オ
ー
ダ
ー

気
分
を
味
わ
っ
た
。

重
要
性
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
多

え
た
。

な
か
っ
た
自
衛
隊
の
姿
を
体
感
で
き
興

有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

３
日
（
金
）
東
海
大
学
経
済
学
部
ゼ
ミ

米
軍
の
姿
を
見
て
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

は
、
狭
い
艦
内
で
の
活
動
や
生
活
に
驚

常
に
内
容
の
濃
い
研
修
で
充
実
し
た
楽

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事

米
軍
基
地
内
に
入
り
全
般
説
明
を
受

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
米
軍
基
地
に
到

学
生
１
８
名
に
対
し
て
「
海
上
自
衛
隊

ー
ト
で
の
食
事
に
お
い
て
は
米
軍
関
係

す
る
学
生
達
は
、
東
の
国
の
ア
メ
リ
カ

い
て
い
た
が
、
艦
内
の
装
備
、
任
務
の

く
の
質
問
が
か
ら
、
関
心
の
高
さ
が
伺

し
い
一
日
で
あ
っ
た
」「
今
ま
で
知
ら

味
を
持
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

務
所
（
所
長　

平
１
陸
尉
）
は
、
６
月

艦
や
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
自
衛
官
、

午
後
か
ら
の
潜
水
艦
見
学
に
お
い
て

研
修
終
了
後
、
各
学
生
か
ら
は
「
非

く
の
若
者
に
自
衛
隊
の
活
動
や
任
務
に

極
的
に
募
集
広
報
活
動
に
力
を
注
い
で

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
多

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
積

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

一般公開中の「はちじょう」と虹

はまにゃんと記念撮影を
する来場者


